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訂正箇所 変更前 変更後 

p.8 ↑2 

 

は重要で，ポリヌクレオチドは 5´ から 3´ の方向を

もつ． 

は重要で，ポリヌクレオチドは 5´ から 3´ の方向に重

合していく． 

p.26  ↓5 

 

が，ほとんどのヌクレアーゼは 3´ 側の結合を切り，

リン酸基は 5´ 側に残る． 

が，遺伝子工学で用いられるヌクレアーゼの多くは 3´

側の結合を切り，リン酸基は 5´ 側に残る． 

p.27  ↓4 ゼとマングビーンヌクレアーゼは一本鎖DNAを特

異的に切断する． 

ゼとマングビーンヌクレアーゼは一本鎖DNAおよび

一本鎖RNAを特異的に切断する． 

p.27  ↓7 しかし，図 4・1，4・2で解説した しかし，図 4・1，図 4・2で解説した 

p.42  ↑9 片（αペプチドとωペプチド）に分けると，それぞ

れの断片には酵素活性がない 

片に分けると，それぞれの断片には酵素活性がない 

p.42  ↑6 

文章変更・追加

に伴う脚注 

一方，宿主となる大腸菌には lacZΔM15 遺伝子があ

り，β-ガラクトシダーゼのC末端側断片であるωペ

プチドを発現する．この二つのペプチドは結合して

αω複合体となりβ-ガラクトシダーゼ活性を示す． 

一方，宿主となる大腸菌には lacZΔM15 遺伝子がある

が，この遺伝子から発現したωペプチド＊ はN末端近

くに欠損があり，β-ガラクトシダーゼ活性をもたない．

このペプチドにαペプチドが共存するとβ-ガラクト

シダーゼ活性を示す． 

p.43 ↓6  ターにRNAポリメラーゼが結合すると転写が起こ

り，αペプチドが発現する． 

ターの直前にあるプロモーターにRNAポリメラーゼ

が結合すると転写が起こり，αペプチドが発現する． 

p.48 ↑4 M13ファージは繊維状ファージの一種でありF1型 

ファージともよばれる． 

M13 ファージは繊維状ファージの一種であり，ごく近

縁の fd ファージや f1 ファージとともに Ff ファージと

もよばれる． 

p.71 ↓14  gyrA96 (Narr)はジャイレースの gyrA96 (Nalr)はジャイレースの 

p.71 ↓15  この変異により JM109はナルジキシン酸に耐性であ

る． 

この変異により JM109はナリジキシン酸に耐性であ

る． 

p.93  

演習問題 10・2 

次の配列は何種類の混合塩基か． 次の配列は何種類のDNA配列の混合物か． 

 


